
英
国
公
使
館
付
の
医
師
の
要
件
は
外
交
業
務
を
手
伝
え
る
外
科
医

よ
り
も
医
学
を
知
る
領
事
助
手
国
昏
国
凹
Ｃ
Ｏ
旨
皆
目
農
農
国
員

昌
吾
ｍ
○
日
①
日
＆
旨
巴
冒
○
且
ａ
鴨
を
望
む
。
（
旨
巨
命
里
Ｓ
Ｅ
．
］
・
閃
）

Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
（
以
下
Ｗ
と
略
称
）
は
一
八
六
一
（
以
下
田
と
略
す
）

年
ｎ
月
函
館
領
事
館
の
外
交
助
手
兼
医
師
に
任
命
さ
れ
、
健
年
１
月

４
日
ｇ
昌
冨
日
冒
ｏ
ロ
発
、
上
海
行
の
船
に
乗
り
、
江
戸
で
日
本
語

に
強
く
な
れ
の
ａ
３
ぐ
。
目
８
。
。
名
胃
の
Ｐ
８
ｇ
胃
吋
日
百
○
皇
。
片
。

具
昏
①
憲
冒
ロ
①
罵
層
侭
目
侭
。
と
の
指
示
あ
り
。
鎚
年
ｎ
月
英
公

使
館
人
名
簿
で
は
Ｗ
の
籍
は
函
館
に
あ
り
、
“
年
に
江
戸
へ
移
る
予

定
と
あ
る
。
館
年
６
月
江
戸
の
英
公
使
館
夜
襲
時
に
重
傷
者
を
診
療

し
、
同
８
月
生
麦
事
件
遭
難
の
婦
人
を
診
察
し
、
翌
年
薩
英
戦
争
で

英
国
外
交
文
書
中
の

医
師
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
の
足
跡

（
１
）

主
に
祠
，
詞
．
○
・
の
国
．
○
．
農
に
よ
る

原
口

中
ﾉ｡，

男

は
艦
内
で
通
訳
し
、
“
年
下
関
砲
撃
前
後
の
公
使
館
文
書
類
の
末
尾

に
弓
目
①
Ｃ
Ｏ
国
葛
・
葛
．
の
署
名
あ
り
。
妬
年
ｎ
月
外
国
代
表
団
が

阪
神
方
面
旅
行
中
、
江
戸
の
事
情
と
題
し
メ
モ
を
作
製
す
。
師
年
４

月
圃
鼻
①
“
公
使
（
以
下
Ｐ
と
略
称
す
）
が
Ｗ
を
第
一
助
手
兼
会
計
士

に
推
薦
す
る
文
書
に
ｗ
は
医
師
と
し
て
の
高
い
資
格
巴
昏
。
自
警

け
○
匡
甘
岨
巨
、
苛
苛
昌
日
○
日
巴
ｍ
具
ぽ
い
ロ
ロ
島
胃
胃
さ
畠
閣
２
個
８
旨

騨
且
嘗
嵐
。
首
〕
と
同
様
に
領
事
館
業
務
で
も
有
能
で
あ
る
と
記

す
。
（
会
計
士
の
記
録
及
び
診
断
書
関
係
は
略
す
）
師
年
皿
月
ｗ
は
「
横

浜
梅
毒
蔓
延
防
止
法
案
」
を
作
り
、
Ｐ
と
同
道
し
梅
毒
病
院
を
視

察
。
案
は
日
娼
家
は
一
ヶ
所
に
集
結
㈲
夜
麿
の
禁
止
㈲
政
府
は
梅
毒

病
院
を
建
設
管
理
㈲
性
病
科
医
師
を
雇
い
入
院
患
者
を
診
療
日
英
国

医
官
が
毎
日
入
院
患
者
を
往
診
㈲
同
医
官
は
週
２
回
娼
家
を
回
診
㈲

医
師
に
月
百
分
以
上
の
給
料
を
払
う
㈲
病
院
経
費
は
娼
家
払
目
医
師

は
神
奈
川
奉
行
に
対
し
責
任
を
負
う
の
諸
項
目
で
あ
る
。
同
ｎ
月
ｗ

は
「
娼
妓
論
」
で
㈲
娼
妓
を
出
す
階
級
口
娼
妓
に
売
ら
れ
る
年
齢
白

そ
の
売
買
手
続
四
売
買
価
格
㈲
娼
妓
の
遊
興
費
㈲
娼
妓
の
後
半
生
㈲

娼
妓
の
置
家
伽
そ
の
罹
る
病
名
㈹
結
論
を
書
く
。
そ
の
序
論
は
閃
○
．

函
９
１
岳
、
に
あ
る
。
同
廻
月
掛
川
事
件
主
犯
の
処
刊
に
立
合
う
。

京
都
相
国
寺
で
の
医
療
扶
助
の
メ
モ
は
鮨
年
３
月
兵
庫
に
於
て
作
ら
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れ
、
戦
傷
は
主
に
火
器
に
よ
る
。
皿
日
間
に
百
人
余
の
薩
摩
兵
に
ク

ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔
・
四
肢
切
断
術
・
小
手
術
・
副
木
装
用
等
施
行
又

医
師
指
導
を
行
う
。
使
っ
た
医
薬
と
器
械
が
適
切
で
同
種
の
も
の
百

膀
余
の
横
浜
で
の
註
文
を
頼
ま
れ
、
又
直
に
永
久
的
な
病
院
の
設
立

相
談
が
あ
る
と
記
憶
す
る
様
望
ま
れ
た
。
京
都
を
去
る
時
島
津
の
殿

の
代
理
が
二
千
分
（
約
刷
跨
）
の
謝
礼
を
持
参
し
た
が
英
国
の
習
慣

に
な
い
と
断
る
。
同
７
月
江
戸
・
横
浜
で
の
ｗ
の
治
療
メ
モ
で
は
藩

別
に
は
薩
加
長
詔
土
娼
因
州
６
備
前
５
戸
田
３
大
村
１
人
を
収
容
、

内
釦
人
は
江
戸
の
上
野
で
、
残
り
は
東
北
方
面
で
の
戦
傷
。
江
戸
で

５
日
間
治
療
し
横
浜
へ
移
動
し
た
訳
は
日
こ
こ
は
欧
州
の
医
術
が
常

に
得
ら
れ
ロ
江
戸
に
は
火
事
と
戦
闘
の
重
圧
が
あ
り
、
且
つ
健
康
者

と
の
混
在
で
は
治
療
に
落
着
き
が
な
い
為
。
同
３
月
Ｐ
が
御
所
参
内

の
途
中
刺
客
の
為
受
傷
し
た
英
護
衛
兵
達
の
治
療
責
任
も
ｗ
が
数
ヶ

月
間
負
う
。
同
７
月
江
戸
勤
務
の
副
領
事
に
任
命
さ
る
・
同
加
月
よ

り
の
東
北
方
面
救
療
の
旅
と
翌
年
江
戸
の
医
学
校
・
病
院
の
設
立
管

理
と
は
説
明
を
略
す
。
的
年
哩
月
ｗ
は
薩
摩
に
医
学
校
設
立
の
為
副

領
事
（
一
年
間
の
賜
暇
中
）
辞
任
の
決
意
を
Ｐ
宛
に
書
く
。
ｎ
年
２
月

英
外
交
官
シ
§
日
切
が
鹿
児
島
に
訪
ね
て
ｗ
の
業
績
を
Ｐ
に
報
告
す
。

始
め
の
半
年
間
の
受
診
患
者
は
外
来
蝉
。
ｇ
往
診
旨
○
入
院
急
計

野
呂
の
人
。
花
柳
病
、
他
の
皮
層
病
、
眼
病
、
癩
病
、
焼
酎
過
飲
に
よ

る
麻
痒
症
等
多
い
。
食
肉
用
屠
殺
業
者
を
横
浜
へ
派
遣
。
麦
酒
醸
造

法
の
指
導
。
上
下
水
の
改
善
。
諸
病
の
予
防
法
。
医
学
校
の
経
営
。
強

制
種
痘
。
旧
式
医
師
群
と
の
融
和
に
努
力
す
。
万
年
２
月
西
南
戦
争

勃
発
時
、
偶
然
厚
員
。
罵
殴
冒
乏
が
欧
州
か
ら
の
帰
途
ｗ
を
鹿
児
島

に
訪
ね
て
い
た
。
Ｐ
が
手
配
し
た
英
艦
で
の
引
き
上
げ
を
ｗ
が
断
っ

た
訳
は
ｇ
昌
冒
母
貝
。
ご
匡
画
且
巨
吻
曽
冨
冒
①
“
①
昌
冒
い
①
の
同
行
が

許
さ
れ
ぬ
為
。
後
便
で
長
崎
次
い
で
横
浜
着
の
ｗ
に
就
て
日
本
の
公

（
２
）

文
書
で
は
「
鹿
児
島
県
雇
英
人
ウ
ヰ
ル
リ
ス
御
使
用
之
儀
上
申
・
・

立
退
中
空
敷
月
々
六
百
円
ノ
給
料
並
日
当
五
元
宛
支
給
シ
其
職
一
一
従

事
セ
シ
メ
サ
ル
ハ
極
テ
御
不
益
之
儀
卜
存
候
・
・
何
レ
ヵ
ノ
病
院
へ

御
使
用
相
成
候
方
可
然
候
ト
存
候
・
・
十
年
四
月
廿
三
日
外
務
卿

寺
島
宗
則
・
・
右
大
臣
岩
倉
具
視
殿
」
（
陸
・
海
軍
及
び
内
務
各
省
へ
問

合
わ
せ
の
結
果
）
「
上
申
ノ
趣
目
今
使
用
ノ
途
無
之
二
付
解
雇
可
取
計

事
明
治
十
年
六
月
二
十
日
」
と
右
大
臣
よ
り
の
回
答
。
鹿
児
島
県

令
と
の
条
約
通
り
満
期
迄
の
給
料
の
半
額
と
鹿
児
島
在
の
ｗ
所
有
品

の
補
償
金
を
受
取
り
離
日
す
。
外
人
教
師
帰
国
時
に
屡
々
見
る
宮
中

参
内
・
拝
謁
・
土
産
品
御
下
賜
の
公
文
書
は
ｗ
に
就
て
は
見
当
ら
ぬ
。

万
年
７
月
Ｐ
よ
り
團
邑
具
己
の
再
耳
へ
の
文
書
に
「
・
・
銘
年
ｗ

（60） 202



が
か
な
り
の
危
険
を
冒
し
て
戦
傷
者
を
診
療
し
、
爾
来
医
学
校
の
教

師
及
び
病
院
の
外
科
医
と
し
て
今
日
ま
で
働
い
た
の
だ
か
ら
も
つ
と

親
し
い
交
際
の
上
別
れ
る
な
ら
ば
・
・
彼
は
今
月
妬
日
の
米
船
で
帰

国
す
る
だ
ろ
う
」
と
不
満
を
洩
ら
す
。
鉦
年
ｎ
月
Ｗ
は
英
国
公
使
館

（
３
）

付
医
術
顧
問
日
８
月
巴
且
爵
曾
．
と
し
て
再
び
来
日
し
た
。
ｗ
の

日
本
に
対
す
る
永
い
友
情
を
感
ず
る
。（

：
は
引
用
文
中
の
省
略
を
示
す
）

注（
１
）
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
に
よ
る

（
２
）
国
立
公
文
書
館
に
よ
る

（
３
）
国
立
外
交
史
料
館
に
よ
る

（
魚
藍
坂
病
院
）

牛
痘
種
痘
法
の
発
明
者
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー

（
團
亀
鱒
己
汗
目
９
）
に
関
連
し
て
、
私
達
が
思
い
浮
べ
る
イ
メ
ー
ジ

は
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
、
幼
児
を
抱
え
こ
む
よ
う
に
し
て
、
種
痘
を
し

て
い
る
大
理
石
像
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
程
こ
の
像
の
写
真
や
版
画
は
、

内
外
の
多
く
の
出
版
物
に
載
せ
ら
れ
、
人
点
に
な
じ
み
の
深
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
一
九
七
九
年
の
本
学
会
総
会
に
お
い
て
、

ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
史
実
と
と
も
に
、
私
の
接
し
た
い
く
つ
か
の
ジ
ェ
ン

ナ
ー
像
の
紹
介
を
し
た
。
然
し
奇
妙
な
こ
と
に
、
人
為
に
最
も
な
じ

み
の
深
い
こ
の
大
理
石
像
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
接
し
た
方
は
も
と

よ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
所
在
に
つ
い
て
も
正
確
に
教
え
て
戴

け
る
内
外
人
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
私
が
最
初

に
見
出
し
た
こ
の
像
の
所
在
を
記
載
し
た
文
献
は
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の

種
痘
法
発
明
百
年
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
《
《
弓
庸
犀
旨
号
巨
の
島
，

冨
目
尉
蔚
ａ
の
作
画
号
畠
ａ
］
ｇ
ご
閏

の
大
理
石
像

加
藤
四
郎
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